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犬塚鎮家

出典：フリー百科事典『ウイキペディア（Wikipedia）』

犬塚鎮家（いぬづかしげいえ）は、戦国時代の武将。筑後宇都宮氏族蒲池氏庶流。

守。藤津両弾二島の一人。

1／1ページ

犬塚家久の子であ
少弐氏・龍造寺氏の臣。肥前神埼都小松城主。犬塚弾正、盛家。播磨

龍造寺氏配下の武勇優れた4人（大村弾正・犬塚辞正・百武志摩守・上瀧志摩守）を両群二島と呼び賞
賛した。

享禄3年（1530年）、田手畷の戦いでは父・家清とともに少弐資元に属して大内義隆と戦う。永禄12年

（1569年）の東西犬塚氏の抗争では西犬塚を支持する。天正4年（1576年）、龍造寺隆信の肥前藤津郡

横澤城攻めで先陣を切る。天正9年（1581年）、龍造寺政家の肥後侵攻に従軍した。五ヶ国御領地之節
配分帳には大塚盛家570町とある。　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　‾r

rhttp：／月a．wikipedia．org／W／index．php？t旧e＝犬塚鎮家＆oldid＝41773134」から取得

カテゴリ：戦国武将妻犬塚氏

・最終更新2012年3月24日（土）02：12（日時は個人設定で未設定ならばUTC）。
・テキストはクリエイティブ■コモンズ表示一継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件

が適用される場合があります。詳細は利用規約を参照してください。

hq）：巧a．wikipedia．org／wiki／％E7％8A％AC％E5％Al％9A％E9％8E％AE％E5％AE％．．．2015／01／18



武家家伝＿犬塚氏

犬塚氏
三つ巴
（宇都宮氏流蒲池氏流）
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犬塚氏は下野宇都宮氏流で、蒲池、大木、城島、酒見氏らと同族で、筑後国における有
数の豪族であった。蒲池義久の子家貞が、三瀦郡犬塚に任して犬塚を称したことに始まる
のちに佐嘉郡川副郷に任した。明応年間の頃、肥前国神埼村に移住した。
家直には五人の男子があり、家直・家重・家種・家久・家書で、それぞれ小弐氏の部将と

なった。家直は崎村にいて東犬塚を称し、家種はこれを補佐した。家重
犬塚を称した。そして、家久は別に直島に城して直島家と呼ばれ、あわ
れた。

は蒲田江に任して西
せて三犬塚氏と称さ

天文年間（1532～54）、小弐氏に仕えていた家重は、小弐氏と竜造寺氏が敵対するように
なると、これに反対の態度をとった。そして、のちに竜造寺氏隆信が勢力を拡大してくると、
東西犬塚氏ともに隆信の部将となり、ともに竜造寺氏十九城将の一となった。しかし、永禄
に至り、家重の孫（子とも）尚重は同族の崎村城主鎮直を誘殺し、尚重も自刃した。
隆信は尚重の子を養って信尚と名付け、のちに茂続と改めさせた。そして、父鎮直の忠死

を憐れんで、旧領を信l削こ安堵している。さらに、信削まのちに竜造寺姓を与えられた。
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犬塚氏

出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wkipedia）』

大塚氏（いぬづかし）は、筑後宇都宮氏族で蒲池氏の庶流。

当初は筑後国三瀬郡犬塚郷（現在の福岡県大木町）を本拠としていたが、明応年間に大塚家点が肥前国神埼郡蒲田郷に崎村城を築いた。その後、蒲池氏から独立し
て少弐氏の部将となった。家点の長男の家直は崎村城主（東大塚氏）、次男の家重は蒲田江城主（西大塚氏）、三男の家種は素直の補佐役および西牟田氏の祖、四

男の家久は直島城主、五男の家書は古窯館主となった。

永禄12年（1569年）に大友義鎮が籠造寺氏を攻撃した際、嶋村城の鎮直は籠造寺氏、蒲田江城の尚重は大友氏に味方して相争い、共に戦死した。その後、龍造寺隆
信は鏡直の遺子・妻広に300町の領地を与えた。元亀3年（1572年）に家広は三根郡に移封され、龍造寺家臣となった。天正4年（1576年）の龍造寺氏の横澤城攻めに
は犬塚鎖妻が先陣を務めた（『肥隕軍記』）。

系譜

実線は実子、点線（儀）は義子、点線（檎）は婚姻関係。

蒲池義久
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参考文献

・角川日本地名大辞典編纂委員会『角川日本地名大辞典（41．佐実県）』、角川書店、1982年

rh叫〉：／伽．鵬kipodi8．0rg／W／ind8Y．Php相加＝大塚氏＆01did＝53233796」から取得

カテゴリ＝犬塚氏星九州地方の歴史書九州地方由来の姓

・最終更新2014年10月17日（金）腑駒（日時は個人設定で未設定ならばUTC）。
・テキストはクリエイティブ・コモンズ表示一継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される場合があります。詳細は利用規約を参照してく

ださい。

http：巧a．wikipedia．org／wiku％E7％8A％AC％E5％A1％9A％E6％BO％8F 2015／01／lS
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